




































































































































































































































































































































出 版 社：PHP 研 究
所
2016年
・ ヨシタケシンスケの本が好
き。その中でもおすすめの
本。
・ クイズ形式で物のマネをす
るだけでなく，感情の表現
や自分を探すゲーム，仕草
をあてるゲームもある。
・ 読み終わった後に，読み手
と聞き手の会話につなが
る。
・ クイズになってるところがおもしろ
い。子どもが遊べる。お母さんたち
も楽しめる。
・ クイズに一緒に取り組める。子ども
ならではのコロコロ変わるところが
面白い。
・ 子どもの想像力をかきたてる。読み
手と聞き手のコミュニケーションが
取れる。
・ いったい何を伝えているのか，想像
力や考える力がつく。
Ｇ 『もこもこもこ』
作：谷川俊太郎
絵：元永定正
出版社：文研出版
1977年
・ 保育所実習のときに１歳児
に読み聞かせをして，大受
けした絵本。この本が忘れ
られない。
・ 擬音語のみだが見ていて面
白い。題名を見てどんな絵
本か気になる。
・ 絵の色もはっきりしていて
きれい。
・ 「しーん」「もこ」とかだけで話がで
きている。色もわかりやすい。音を
楽しむ本。
・ 擬音だけだからこそ広がる世界。ス
トーリーがあるのではないか。
・ 人によってストーリー性があると
いったり，ないといったりと，人に
よって変わるなと思った。声を変え
るだけで雰囲気が変わったりするた
め，とても楽しんで読める。
・ 鮮やかな色と擬音語だけ。声のトー
ンを変えると面白い。
Ｈ 『いのちのおはなし』
文：日野原重明
絵：村上康成
出版社：講談社
2007年
・ 幼い頃に母によく読んでも
らった。
・ 日野原先生の考える「いの
ち」について医学的な「い
のち」ではない「いのち」
について教えてくれる。
・ 「こころ」のお話は95歳の
先生が語るからこそずっし
りと心に響く。
・ 日野原先生の「命はきみたちの持っ
ている時間だといえますよ」という
言葉が印象に残る。
・ 筆者の人生が感じられる。作者の生
い立ちを知ることが大切である。
・ 命の長さ，その間に何ができるかを
考えさせられる絵本。
・ 実際に心臓の音を聞かせることで
「生きていること」を実感させると
ころがすごい。
Ｉ 『わすれられない　
おくりもの』
作・絵：スーザン・
バーレイ
訳：小川仁央
出版社：評論社
1986年
・ 小学生のとき先生に読んで
もらった絵本。
・ 死んだから終わりではなく
て，死んでからも思い出は
ぬくもりとして残る。
・ 人の生き方を伝えている。
・ 絵が穏やかできれい。
・ 私は幼稚園のときに読んでもらっ
た。死を終わりと考えるのではなく，
その人から学んだことを思い出すこ
とで命の大切さを学べる。
・ 人との接し方や身近な人が死ぬこと
はどういうことなのかを考えさせて
くれる。
・ アナグマさんに教えてもらったこと
を思い出す場面がすてき。
【表５】グループにおいて選ばれた絵本に対する評価
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３つの力 発表者として身につく力 聞き手として身につく力
選書する ・ 本を探す力（18）
・ 相手を意識して本を選ぶ力（8）
・ 新たな本を読もうとする意欲（15）
・ 本に興味関心をもつ力（10）
・ 多くの本を知る力（10）
読みを発信
する
・ プレゼンテーション能力（15）
・ 本の内容を深く理解する力（10）
・ 本の魅力を言葉にする力（8）
・ 大事な部分をまとめる要約力（7）
・ 自分の気持ちを表現する力（4）
・ 語り手が話す情報を整理して聞く力
（12）
・ 発表の内容を理解する力（8）
・ 疑問や質問を考える力（5）
読みを共有
して深める
・ コミュニケーション能力（10）
・ いろいろな視点から考える力（6）
・ 質問に答える力（5）
・ 語彙力（5）
・ 本の内容についての想像力（11）
・ 人の気持ちを受け止める力（8）
・ 人の考えを受け入れる力（8）
・ 発表者がどのような人物なのかを推測
する力（7）
３つの力 受講生の記述
選書する ・ いろいろな本を知ることができ，自分のおすすめの本の良さも再確認できること。
・ 本を探す段階で色々な本を読むので読書力がつく。
・ どんな経緯で本のことを知り，どう感じたか振り返ること。
・ 自分が小さい時に読んだ本は，今読んでも面白い。もう一度絵本に向き合うこと
で，子どもの頃には気付かなかったことや別の視点から見ることで全く違う絵本
に見える。
・ 自分の経験などを踏まえて話をしているのを聞いて，本の選び方はその時の心情
によると思った。
読みを発信
する
・ 本の内容をより深く理解し，本のよいところを見極め，メッセージや魅力をわか
りやすく伝えること。
・ 自分が好きだと感覚的に感じることを言葉にし，他者に伝えて共感してもらうた
めのプロセスを練ること。
・ 好きな本を紹介しているからこそ，その気持ちがすごく伝わった。本当にその本
が好きでしっかり読んでいないと伝わらないこと。
・ 何を伝えたいのかを明確にしたうえで，相手に伝えるということの大事さ。
・ どのようにしたら相手に興味を持ってもらえるか，内容を伝える方法が人によっ
て違っている。教科的な観点や人間関係に重点を置いた様々な話し方があること。
読みを共有
して深める
・ 要約された言葉を聞いて，その本の内容を予想すること。本に書かれていること
だけではなく，隠されているメッセージを読み取ること。
・ 自分が考えていることとは違う視点からの意見で，自分が気づかないことを教え
てもらい，視野が広がること。
・ 人によって感動するところが違う。自分の解釈と他人の解釈を互いに受け入れる
ことの面白さ。
・ 人から人へ読みつなげていく。自分が知らない本がたくさんある。それぞれの話
を聞いて最初から読み進めたいと感じた。
・ 紹介された本を読みたいと思うことによって実際にその本を手に取るので，本を
読む力も養えること。
【表７】「ビブリオバトル」演習を通して受講生が学んだこと
【表６】受講生が考えた「ビブリオバトル」演習を通して身につく力
 （　）内の数字は同意見の数を示す。
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　【表６】【表７】をもとに，今回の「ビブリオバトル」演習での成果と，読書の意
欲を高めるために必要な指導力（①選書する力②読みを発信する力③読みを共有し
て深める力）との関係について考察する。
①「選書する」について
　「ビブリオバトル」は，発表者が「おもしろそうなおすすめの本」を探してこな
ければならない。45名中26名は発表者として選書する力がついたこと，聞き手とし
ても35名が「新たな本を読もうとする意欲」など，選書する力につながることを意
識している。
　「本を探す段階で色々な本を読むので読書力がつく」と実感しているように，お
すすめの本を選ぶために，多読することにより様々な本に出会うことができる。主
体的な読書活動が行われたと言えよう。
　「本の選び方はその時の心情による」と述べているように，その人の経験によっ
ても変わってくる。なぜその本を選んだのか，本との出会いについてのエピソード
は，本の魅力を語るときに大切な要素となることも実感したようである。
②「読みを発信する」について
　「ビブリオバトル」の楽しさは，発表者がどのような読みをしたのかを気軽に発
信することができるところにある。「本当にその本が好きでしっかり読んでいない
と伝わらない」と述べているように，自分の読みを発信するためには，まず，本の
内容を理解し，メッセージを読み取り，自分の読みを確認しておくことが必要にな
る。相手意識をもった書評の観点からの読みが求められる。発表者として，45名中
10名は「本の内容を深く理解する力」，８名が「本の魅力を言葉にする力」を意識
している。
③「読みを共有して深める」について
　聞き手として45名中11名は「本の内容についての想像力」，８名は「人の気持ち
を受け止める力」，「人の考えを受け入れる力」と考えているように「自分の解釈と
他人の解釈を互いに受け入れることの面白さ」「視野が広がること」に気づいてい
る。読みを共有して深めているのである。個人の読書からみんなで読む読書として
の価値は大きいといえよう。「人から人へ読みつなげていく」と感じているように，
発表者は，聞き手と本をつないでいく役目も持っている。聞き手としては，発表者
の個性的な読みに出会い，新たな本の魅力を知り，読書意欲を高めることになる。
　このように，「ビブリオバトル」演習を通して，①選書する②読みを発信する③
読みを共有して深めることができることを学んでいる。
５．読書への関心を高める実践的指導力育成についての成果と課題
　「ビブリオバトル」は，選んできた本の心に残ったエピソードや言葉，あらすじ
などを紹介し，本の魅力を伝え，聞いている人たちに「読みたい」と思わせる書評
合戦である。様々な本との出会いを楽しみ，語り合う楽しさを体感することは，知
的好奇心を育み，主体的な読書への橋渡しとなるといえよう。今後ますます学校に
おいても広がっていくであろう。
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　これらの考察の結果，受講生は「ビブリオバトル」演習を通して，次の３つの読
書への関心を高める実践的指導力を身につけたことが明らかになった。①選書する
力②読みを発信する力③読みを共有して深める力
　今後の課題として，さらに次の２つの指導力を備えておく必要がある。
　①子どもの本や資料を選書する力
　②様々な読書指導法に精通し，最適な場や機会をとらえて指導する力
　様々な読書活動を体験することを通して，受講生たちの読書への関心を高める実
践的指導力をさらに高めていきたい。
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６）知的書評合戦ビブリオバトル公式ウェブサイト　公式ルール
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７）知的書評合戦ビブリオバトル公式ウェブサイト　普及状況（データ）
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ス
８）谷口忠大（2013）『ビブリオバトル　本を知り人を知る書評ゲーム』文藝春秋 
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社団法人　情報科学技術協会　pp.3-20
10）岡野裕行（2016）「ビブリオバトルを通して読書について考える」『情報の科学
と技術』66巻10号　pp.513-517
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